
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●会長挨拶 古川範男会長 

 

今朝の新聞のテレビ番組表を見てあれっと思いました。今日１２月

１４日には以前ならどこかの局で必ずといっていいほど「忠臣蔵」を

やっていたものです。そうです。今日は元禄１５(１７０２)年、今から

３１０年前に赤穂浪士が江戸・本所の吉良邸に討ち入った日です。 

 その前の年、赤穂藩５万３５００石の領主・浅野長矩
な が の り

(内匠頭
た く み の か み

)が吉良

義
よ し

央
な か

(上野
こうずけの

介
す け

)を江戸城・松の廊下で切り付けるという刃傷沙汰を起こし

ました。時の第５代将軍、徳川綱吉は激怒し、浅野を即日切腹、浅野

家断絶に処しました。しかし、吉良にはお咎めなし。国家老の大石良

雄(内蔵助)ら家臣はもとより、世間は片手落ちだと騒ぎました。余談で

すが、この片手落ちという表現は、現在差別用語であるとしてマスコ

ミ各社が禁止用語に指定しています。私のいたテレビ局では以前この

表現をめぐって大騒動が持ちあがったことがあります。 

さてこの怨恨を晴らそうと大石をはじめ４７人の浪士が吉良邸に討

ち入ったわけですが、よく調べると興味深い事実が明らかになってき

ます。というのは、浅野家の家臣は約２００人いたのですが、大石の

当初提案した「討ち入り」の血盟に参加したのは、そのうち１２０人

しかいなかったのです。さらに、実際に討ち入りに加わったのは御存

知の通り４７人です。多くの家臣は何をしていたのでしょうか。 

実は武士というのは、主君に絶対服従の立場ではなく、所領をもらい、

そこからのアガリが食い扶持になっていたのです。主君は家臣に所領

をあてがう義務があり、家臣はその保証がなければ他の藩に仕官もで

きたわけです。無能な藩主が追い出された例すらあります。それが武

家社会の契約というものです。つまり、武士はこの土地、一所
い っ し ょ

を守る

ためにいろいろな努力をしていたわけです。ここから「一所
い っ し ょ

懸命」と

いう言葉が生まれました。後に変化して、今では「一生
いっしょう

懸命」の方が

一般的ですが、もともとは「自分の土地を必死に守る」ということで

す。「一所懸命」が武士の中心的な価値観と断言しても良いでしょう。 

赤穂浪士の多くは、浅野家のお家断絶という非常事態を前に、どう 
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◆１２月１４日(金)のプログラム 

 クラブ年次総会 

 

◆今後の例会予定 

１２月【家族月間】 

・１２月２１日(金) 

 卓話 

・１２月２５日(火) 

 夜間家族会  

クリスマス家族例会 

・１２月２８日(金)  

 休会 

 

１月【ロータリー活動理解推進月間】 

・１月 ４日(金) 

 新年賀詞交歓会 
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いう風に身を処したら「一所が守れるか」必死に考えた

と思います。結果として浅野家を見限った家臣が多かっ

た。 

討ち入りに参加した家臣も、その方が後々得だと考え

たのではないでしょうか。「それほどの忠義者なら我が

藩へどうぞ」という誘いが来ることは十分に考えられま

す。ある種の就活だという見方も出てくる所以です。実

際はそうはならずに、全員切腹させられましたが。 

翻って、我々現代人の守るべき「一所」は何なのか。

今月は「家族月間」だから言う訳ではないですが、それ

は家族でしょう。家族があればこそ、ロータリー活動も

できる。 

明後日(１２月１６日)は総選挙ですが、家族、一所を

守るために是非間違いのない選択をしてください。 

●幹事報告 中村満幹事 

１.ガバナー事務局年末年始の案内が届いています。 

  休業日 2012年12月27日(木)～2012年1月6日(日) 

２.ガバナー補佐より第 5 分区内の年始訪問は実施しない

との通達がありました。1月 11 日(金)勝浦 RC へのガバ

ナー補佐公式訪問は予定通り実施しますとの事です。 

●委員会報告 

◆社会奉仕委員会 釜田英之委員 

ロータリー希望の風奨学金への御支援の募集を、一口千円

以上でさせていただきたいと思います。社会奉仕委員会と

しては、次年度以降も希望の風奨学金への協力をしていき

たいと思います。ご理解の程宜しくお願い致します。 

◆国際奉仕委員会 千葉正徳委員 

アメリカのユタ州に留学中の齋藤麻利奈さんから、１１

月の月報が届きました。成績について不合格はなく頑張

っているそうです。語学力は来た時より上達しており、

いいクラスメイトがたくさん出来たそうです。非常に楽

しみです。以上です。 

◆ロータリー財団委員会 関一憲委員長 

先週の理事会でポール・ハリス・フェローについて審議

をして頂き通りました。寄付のお願いです。残り５名の

エントリーで１００％ポール・ハリス・フェロークラブ

になることが出来ます。これはクラブが設立してから１

度きりしか貰うことが出来ないそうです。勝手なイメー

ジですが５０周年を記念して認定出来たらいいなと思

います。説明文を書いてありますのでご参考下さい。 

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。  

Mail：y.kobayashi@tomisaki.or.jp  Fax：0470-73-2007  勝浦ロータリークラブＨＰ http://www.katsuura.rc.org 

 

●交換学生フィリップ君のスピーチ 

 

今月は大多喜に来ました。新しいホストファミリーの

関さんの家へ移りました。私は学校でねば土スライム

を作りました。霜柱を初めて見ました。私は２つのコ

ンサートを見に行きました。渡邉さんとても上手でし

た。私は武道大学でチャリティーコンサートへ行きま

した。それはすごく良い演奏でした。今週はテスト期

間なので下校時間がいつもより早いです。私はロータ

リーの留学生のパーティーへ行きます。冬休みが来る

のが楽しみです。 

●ニコニコ BOX 

○本人誕生日 

◆牧野利美君 

 

昨日の朝、仕事に行く前に携帯が鳴って、私の長女の

方の３歳半の男の子が出てハッピーバースデートゥー

ユーを歌ってくれました。最後にジジイが付いたんで

すが、私にとっては一番のプレゼントでした。 

◆漆原摂子君 

 

４８歳になりました。考えてみたら他の多くの方は配

偶者のお誕生日や、御結婚の記念日などで多く寄付を

されているのに、私の場合は一人きりなので１万円を

いれさせて頂きました。ありがとうございます。 

○結婚記念日 

◆渡邉光一君 

どうもありがとうございました。 

http://www.katsuura.rc.org/


 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◆齋藤豊久君 

ありがとうございます。私も女房も今年の結婚記念日

をきれいに忘れており、今気が付きました。 

◆浅野玄航君 

３６回目の結婚記念日だと思うのですが、先程の牧野

さんのお話、それと会報を読ませて頂いて「池田会員

の御子息が御結婚されました、千葉正徳君の孫が７歳

と５歳です」こういうのを見ますとズキッと来ます。

私まだ孫が一人もいないんです。同じ歳くらいの他の

方たちは幸せ者だなと思いました。 

 

 

◆関一憲君 

１６回目でした。普段記念日はあまり家にいる事がな

く、日にちをずらしてお祝いをするのですが、今年は

一緒にいる事が出来ました。ありがとうございます。 

◆鈴木亨君 

多分５５、６回目だと思いますが、歳も忘れてもう墓

場へ行くことばかり言っております。空気みたいな存

在ですから死んでもらっては困るんです。女房は私が

死んだら若い人を嫁にもらってなんて言っています

が、そうはいかないんです。ありがとうございました。 

 

 

○自主申告 

◆渡邉ヒロ子 君 

おかげさまで９日のチャリティーコンサートを無事

終えることが出来ました。チケットの方で、当日と前

売りで２０３名でした。関係者を含めますと会場には

２６０～７０名の方がいたので、ほぼ満員の様な感じ

で大成功で終えることが出来ました。どうもありがと

うございました。 

●クラブ年次総会  進行：中村満 幹事 

１）関正巳出席副委員長より定足数の確認、及び 

クラブ年次総会の成立の報告。 

２）古川範男会長が議長に選出され、議事に入る。 

３）関一憲指名委員長代理より 2013－14 年度役員 

及び理事の候補者の発表。 

【役 員】6 名    【理 事】7 名 

会   長  中村  昇   ・中村  昇 

直 前 会 長  古川 範男   ・中村 満 

会長エレクト 中村  満   ・漆原摂子 

幹   事  小林 悠紀   ・関 正巳 

会   計  関  正夫   ・水野敬泰 

Ｓ Ａ Ａ  池田 哲夫   ・牧野利美 

               ・釜田英之 

４）全会一致で承認。 

５）中村昇 2013－14 年度会長より挨拶。 

皆さんこんにちは。次年度役員を代表致しまして

一言ご挨拶させていただきます。皆さんありがとう

ございます。理事構成メンバーをお願いして御承認

頂くという事を、重きに考えてきました。西尾指名

委員長を始め、指名委員会の皆さんによりよい活動

が出来るようお願いし、本日総会で満場一致で承認

頂きまして誠にありがとうございます。まだまだ先

だと思っていましたがもうすでに動き出したんだ

なあと言うのが実感でございます。 

自分自身、これからどのようにしていったら良い

のかとても不安でございます。そういう意味では、

特に理事・役員のメンバーの皆様方には御指導御協

力頂かなければと思っています。 

また、会員の方々にもたくさんのアドバイスをし

て頂き、伝統のある勝浦ロータリークラブに染まり

ながら皆さんと一緒に良い運営、組織活動が出来れ

ばと考えております。絶大なる御協力をお願いし、

頼りない私ではございますけれども宜しくお願い

致します。 

出席報告 １２月１４日（金） 

出席委員会 関正己副委員長 

会員 出席 ＭＵ 欠席 出席率 

３５名 ３１名  ２名 ２名 94.28％ 

 


